
タ
十
ーー
タ
ネ

年
八
月

H
五
日
七
十
一
肢
を
以
て
彼
。
法
名
を
文
光

院
菅
平
常
政
己
怒
亭
居
士
と
い
ふ
。
一
高
密
に
能
菅
日

程
二
容
・
土
方
笛
領
考
・
一

柳
段
物
殿
始
末
閉
山
・
制
選

能
州
四
都
村
名
垣
内
飯
田
守
が
あ
る
。

h
F
ナ
ベ
ロ
回
遊
路
大
型
寺
務
士
。
辺
務
絡
三

郎

・
飽
右
衛
門
、
維
新
後
は
施
術
と
い
う
た
。
宇
は

子
苑
、
明
賂
と
放
す
る
。
初
め
竹
内
附
綱
に
製
ぴ
、

安
政
中
部
仰
即
日
の
品
目
聞
と
な
り
、
文
久
中
江
戸
に
役
し

て
安
井
忠
軒
の
門
に
入
っ
た
。
こ
の
時
的
時
間
よ
り
向

に
一
家
の
見
織
を
仙
へ
て
間
的
た
か
ら
、
息
粁
は
之
を

泌
す
る
に
友
人
の
杭
青
以
て
し
た
と
い
ふ
。
後
叉
京

仰
に
泌
ん
で
、
京
国
軍
を
平
凶
儒
胤
に
問
う
た
。
是
を

以
て
絡
也
前
耐
の
際
に
至
る
ま
で
、
出
耐
阜
の
郁
一
と
し

て
拳
典
せ
ざ
る
な
〈
、
係
川
川
を
拘
っ
て
和
青
山
川
ふ
こ

と
二
法
春
、
総
僻
子
史
悉
く
捗
回
却
し
、
之
に
加
ふ
る

に
弧
促
札
官
以
て
し
、
そ
の
部
経
に
臨
む
や
快
俳
縦
航
、

泊
者
脅
し
て
俗
む
を
知
ら
ざ
ら
し
め
た
。
明
治
三
十

年
八
且
九
日
夜
。
年
七
十
六
。
そ
の
若
に
明
庖
持
稿

が
あ
る
。

h
F
ナ
モ
リ
ミ
ヨ
ウ
ジ
ン

ジ
y
ジ
ヤ
手
間
一
柳
枇
。

h
F
ナ
ヤ
チ

棚
谷
内

側
京
都
関
川
の
内
の
小
芋
o

h
F
ナ

リ

田

成

務

政
時
代
に
、
或
る
日
開
閉
酬
の
品

加
及
，ひ
宅
地
を
聞
と
同
一
の
似
値
あ
る
も
の
と
認

め
、
そ
の
蘭
般
に
針
し
て
削
同
率
の
潤
を
課
す
る
を

い
う
た
。
平
保
イ
年
の
也
上
に
、『
百
姓
民
農
政
組
問

廻
り
刷
、
第
則
、
大
山
帆
・
臨
・
か
ら
む
し
畑
、
議
・格

畑
、
茶
品
、
議
木
畑
、
一毘畑
、
瓜
・茄
子
・午
努
畑
、

官
・附
・
た
ば
こ
・ね
ぶ
か
畑
、
頼抽出
、
布
崎明輔
、
此ハ刀

m成
に
仕
、
折
怒
り
不
巾
候
。
此
子
細
は
居
屋
敷

・

布
晒
場
之
外
、
作
物
使
協
候
へ
ば
、
間
成
作
徳
の
及

巾
税
有
之
候
。
県
上
百
姓
食
物
に
は
開
勝
手
能
御
座

候
政
、
去
年
よ
り
右
作
物
田
成
に
結
成
、
折
は
怒
り

捌
森
明
紳

」
テ
ノ
マ

不
巾
候
。
』
と
見
え
る

o
i
ハ
タ
ヲ
リ
品
折
。

・タ
-
一
谷

河
北
部
金
総
庄
に
臨
す
る
郡
斑
問
。

h
F
ニ

谷

以

LF
郡
康
問
町
の
内
の
小
字
。

生
ニ
イ
チ
ジ
ユ
ウ
ロ
ウ

谷
市
十
郎

総
二
百
五

十
石
。
見
文
九
年
十
二
月
御
馬
廻
知
行
三
百
二
石

野
々
村
勘
左
衛
門
と
、
動
左
衛
門
の
家
に
町
時
L
、

市
J
I

郎
は
舘
座
に
死
L
、
勘
左
術
門
は
後
に
切
服
し

た。

谷
紳

ー
ヤ
チ
カ
ミ

行
制
。

h
F
Z

カ
ミ

タ
ニ
グ
チ

稿。

谷
口

河
北
部
余
揃
郷
に
邸
す
ろ
郎

生
ニ
グ
チ

谷
口

河
北
郡
若
必
の
門
の
小
字
。

生
=
グ
チ

谷
口

臥
苧
・
榔
本
郷
に
印
刷
す
ろ
郎
務
o

h
F

ニ
グ
チ
ガ
ハ

谷
口
川

i
タ
マ
キ
ガ
ハ
隙
…

!R
1
0
 

-
Z
Z
ザ
キ

谷
崎

山μ
れ

珠

洲

州

在
日川町
の
北

方
に
あ
る
小
岬
。
一
に
附
断
と
も
お
〈
。

長
-
一
セ

y
ン

渓

世

箪

字
は
士
山
述
、出
は
百
年
。

活

m知
加
多
。
税
岐
の
人
o
w
H
政
巾
来
っ
て
金
械
に

町
し
た
。
開
館
の
京
税
朱
を
錆
信

L
、
四
曲
目
終
此
(
俄

附
間
帯
を
給
し
た
が
、そ
の
位
剛
抑
制
切
sV
絡
め
、大
に
初

思
そ
締
役
し
た
。
山
鯨
ま
た
奥
村
向
wu
の
御
告
に
よ

っ
て
、
時
々
…
柿
校
に
絞
を
講
ず
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

h
F

ニ
生
ウ
ゲ

谷
峠

能
妥
初
午
前
(
今
白
的
〉
か

ら
越
前
勝
山
に
出
る
凶
墳
の
峠
。
一
拍
き
九
一
四
米
。

三
州
大
路
水
絡
に
、『
午
首
村
よ
り
勝
山
へ
の
辺
守
谷

峠
と
い
ふ
。
牛
泌
に
一
駄
初
付
ろ
特
別
制
也
。
遊
山
刊
七

里
也
。
四
恩
上
り
三
塁
下
れ
ば
舟
締
川
の
仰
へ
出

る。
』
と
あ
る
。

生-一一
T

谷
出

向シ

m
相
同
郡
山
谷
内
の
内
の

小
字
。
地
仰
に
谷
口
と
す
る
も
の
が
あ
る
が
誌
で
あ

・L
?ヲ。

谷
野
寺

ノタ
ジシ

臥
主
部
首
山
の
内

生
ニ
/
ジ

の
小
晶子
o

a--
ハ
シ
ガ
ハ

谷
橋
川

刑
制
同
州
矢
駄
衡
か
た

い
ら
か
ら
統
制

L
、
間
舗
で
作
川
町
川
に
古
川
合
ふ
。
疏

隙
凶
粁
泊
。

h
F

ニ
ム
ラ
チ
ヨ
テ

谷
村
直
簡
は
悦
情
。
辺
棋

を
努
鐙
又
は
川
誌
に
作
り
、
後
努
阿
川

・
胤
刷
州
文
は
八
世

哉
と
抑
制

L
、市
留
を
梁
と
し
て
勤
去
の
芯
が
あ
っ
た
。

初
め
滞
命
全
以
て
必
前
に
赴
き
、
州
山
川
術
を
修
め
た

こ
と
も
あ
ろ
。
元
治
元
年
七
月
前
川
向
山
・
の
泌
京
し

た
問
、
同
志
小
川
忠
篤
と
H
ハに
、
向
山
に
近
江
海
訟
に

前
っ
て
本
術
者
採
っ
た
が
、
郎
山
肝
越
前
府
巾
に
於
い

て
泌
克
の
蛸
ふ
る
所
と
な
り
、
後
公
早
裁
に
繋
が
れ

て
、
十
月
ホ
牢
に
嵯
せ
ら
れ
、
院
勝
一沌
年
抗
月
什
一

日
病
ん
で
別
配
し
た
。
年
三
十
八
。
明
治
二
年
十
月
間
附

前
非
宇
一段
L
、
=
一
年
十
一
月
郎
副
菜
料
そ
そ
の
家
に
賜

ひ
.
大
阪
十
五
年
四
月
別
凶
訓
剰

に
介
抱
せ
ら
れ

た
。

谷
屋
羽
咋
綿
土
山
庄
に
臨
す
ろ
押印世間
o

h
F

ニ
ヤ

谷
屋

以
来
都
山
凶
郷
に
関
す
る
部
軒
。

明
治
中
に
京
り
、
首
相
什
・
訓
遣
と
併
合
し
て
梯
生
と

改
抑
制
し
た
。

主

ヤ

h
F
Z

ヤ
ソ
ギ
ヨ

谷
屋
曾
魚

品川
怖
の
例
入
。
初

蹴
安
倍
。

一
泊
拠
出
'
兵
衛
。
船
大
に

mvん
で
鞍
月
陀
叉

は
子
怯
川
口V
と
拐
し
、
後
人
日
開
問
荷
織
防

L
た
。
文

化
・
文
政
附
引
の
人
o

h
F

ニ
ヤ
マ

谷
山

河
北
川
抗
上
皮
に
邸
す
る
部

稿
。
明
約
八
年
十
H
n
に
雫
っ
て
岱
，
谷
に
例
合
せ
ら

L
-こ。

1
1
 

h
m
Z

ユ
キ
サ
ダ

谷
以
貞

泌
総
則
右
衛
門
。
点

目T
一
一
年
謎
父
伊
兵
衛
の
也
知
二
百
石
奇
襲
ぎ
、
大
小

将
に
班

L
、
正
保
二
年
品
目
町
奉
行
と
な
り
、
九
年
預

玄
院
附
物
…間
前
と

L
て
百
石
を
回
惜
し
、
元
文
二
年
四

月
五
十
九
訟
を
以
て
残
し
た
。

五
二
四

生
-
-
リ
ヨ
ウ
ネ
ン

谷
7
然
探
宗
取
一
慌
の
的。

拡
化
元
年
十
且
十
日
能
安
榔
附
衆
生
寺
に
生
ま
れ
、

銘
永
三
年
正
月
か
ら
小
机
拡
散
恩
寺
に
入
り
、
安
政
百

年
本
山
の
原
田
M

に
県
び
、
殴
郎
元
年
住
職
に
任
じ
、

明
治
二
年
六
且
綬
摂
司
と
な
っ
て
か
ら
以
降
本
開
寺

の
敬
祭
に
力
を
致
す
こ
と
多
〈
、
逢
に
山
官
前
進
し
て
三

十
七
年
大
伯
郡
と
な
っ
た
が
、
大
正
八
年
七
十
五
段

に
し
て
病
術
〈
、
七
月
廿
九
日
秘
仙
川
正
に
補

L
、
八

月
一
日
訟
に
示
寂
し
た
。

h
F
ニ
ロ

9
エ
モ
ン

谷
六
右
衛
門

初
め
て
前
回

利
協
に
仕

へ
て
二
百
束
十
有
を
領
し
た
。
子
応
制
怨

い
で
滞
に
仕
へ

る
。

h
F
ニ
ヰ
ノ
リ
ヒ
デ

谷
井
敏
英
字
は
世
品
、
活

栴
も
ま
た
判
岡
田
。
仰
は
微
英
、
玉
洲
と
脱
し
た
。
白

隠
J
1

三
年
紀
伊

m鐙
に
生
ま
れ
、
若
〈

L
て
問
訓
告
で

あ
っ
た
。
初
め
江
戸
に

mて
臨
そ
尽
ぴ
、
後
附
く
叩

に
赴
い
て
諸
凶
を
限
遊
L
、
見
政
十
二
年
金
持
に
来

り
、
楠
部
屋
芸
京
に
従
食
し
て
、
岱
凶
器
同
様
回

国
卿

・
林
務
披
揮
す
と
交
っ
た
が
、
後
二
年
世
印
税
て
去

り
、
文
化
十
二
年
再
び
来
り
て
芸
認
の
家
に
投
じ
、

文
政
=
一
四
年
の
頃
こ
、
に
製
し
た
。
治
す
市
山
王
洲
文

集
三
十
怨
・似
非
子
棚
抑
制
酌
二
十
容
が
あ
る
。

h
F
ネ

種

河

北

郡
英
町
却
に
闘
す
る
部
w
情
。
貸

出
削
の
綱
引
町
に
、
こ
の
村
に
町
一
丈
二
尺

・
服
組
三
丈

七
尺
、
及
び
高
六
尺
・
以
廻
二
丈
六
尺
の
大
石
が
あ

っ
て
、
之
を
夫
畑
山
石
と
い
ひ
、
文
前
六
尺
・
総桐」同日

丈
入
尺
の
石
を
く
L
り
石
と
い

し山
と
あ
る
。

生

ネ

多

根

児
島
郡
石
動
山
院
内
に
図
す
る
部

世
間
。
能
民
有
名
跡
志
に
、『
印
刷
帆
村
と
て
、
石
励
山
の
寺

領
百
姓
あ
り
。
此
村
に
一
行
動
山
へ
勅
伎
の
宿
せ

L
者

と
て
、
百
姓
に
四
位
と
い
ふ
者
あ
り
。
』
と
あ
る
。

h
m
ネ
ガ
シ
マ

種
ヶ
島
山
出
品
部
制
臥
の
お
上
に

在
っ
て
‘
川
附
一
粁
。
机
J
同
と
梢
近
い
。
併

L
地
殻


